



























































































































































































































け抜け-KJブル(ボニノ レ 1働-中外でノ Sス-ZA跳びでパス
10
長縄にチヤレンジ•1分間8の字跳び‘ボニル辟fよげ,ドリブルを 
け抜け•ドリブル(1、2個)•中外.パス• 2人跳びパス,バスケシュート
11
ダブレダッチにチャレンジ•まわす練習*中外でパス• 2人跳びで 
パ-ス/短縄を組み合
表3のプログラムを実施した結果、以下のような学生 
からの授業記録が見られた。
•難しくなって跳べなくてもみんなでやっている楽し 
さを感じる。
■たくさんの人数でも課題が共有できた。みんなで乗 
り越えていこうという意欲がわいた。
,ボールが入ることで動きの幅が広がった。
•前にできていた動きを生かして、新しい技に挑戦で
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きてよかった、
•難しいと思っていたけど、意外とできた。 
•できなくても、みんなと一緒に楽しく取り組めた。
上記から、前半で培われた仲間意識が働き、みん 
なで課題解決をしようという心理が強く働いたこと 
が推察される。また艮縄に取り組んだ当初から、で 
きなくても笑顔が見られ、跳べなくても挑戦するこ 
とで楽しさを感じる様子が見られた。本来さらに動 
きの広がりを狙ったプログラムになれば、『できる、 
跳べる」ためのレディネス(下中、1981)が備わっ 
ていなければならないが、新しい長縄の遊びを経験 
したことで積み上げができ、難しい課題に挑戦する 
意欲がわいたと考えられる。また縄を使った運動遊 
びに対して受け身な態度で履修していた学生にっい 
ても、主体的に関わろうする姿が少しずっ見られる 
ようになった。教材には子どもに習得させたい認識 
的•技術的、そして社会的行動の学習内容が明確に 
盛り込まれている必要がある(岿田、2012)が、そ 
の内容の中で社会的行動が一番身に1寸いたプ1フグラ 
ムであったと考える。
5.まとめ
今回のプログラムは、将来幼児体育を指導する立場 
となるであろう履修する学生に対象とした。したがっ 
て本当に子どもたちに指導したときに、とのような反 
応や手応えを感じるかは未知である。本来であれば、 
「翻匕び」が跳べるようになることが、小学校段階で 
の学習課題になるが、幼兕期はそのレディネスを蓄え 
る時期である。課題を先取ることを優先し、「できない』 
という気持ちを子どもたちに蓄積させ、運動嫌いな子 
どもたちを育てることを回避しなければならない。本 
プログラムの内容は、学生らの運動欲求を満たすこと 
も踏まえ、小学校中学年程度の指導内容であったが、 
自らが身をもって体験した遊びであるが故に、その遊 
びのもっ本質的な楽しさや特性に触れることができた 
のではないだろうか。
現場経験のない学生にとって、幼児がどの程度の運 
勤能力や認知能力が備わっていることを把握し指導す 
ることは、決して容易ではない。しかし指導者として 
発達段階によって適切な教材を与えることの重要性や、 
実態に合わせて指導内容を変容させる大切さを学ぶこ 
とは不可欠である。この「幼児体育I!での経験を、 
後期に履修科目となる模擬授業中心の「幼児体育nj 
で指導内容を検討する際に大いに役立ててほしいと願 
う。
今榭頷班続研究として「幼児体育n」の模擬授業にお 
ける教材開発も視野に入れて検討を加えていきたい。 
その際は本検討に不十分であったところを補足しなが 
ら、K問紙等のデータを収集し検証する。
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ピアスーパーバイザーからのコメント
木稿では限られた授業時間の中で様々な領域 
の運動あそびを経験することと平行して、 
特に一つの教材を用いた活動を各授業内の一定 
の時間、細競して行うという教育実践が紹介され 
ています。このプログラムでは長縄を使った様々 
な競争やあそびが展開されていますが、学生の感 
想からは単に課題をクリアすることが目的では 
なく、目標に到達するまでの努力や協力の過程を 
重視することの大切さを実感できたことが窺え 
ます。保育、教育者養成の授業では、子どもの心 
がどのように動いたか体感できる場をつくるこ 
とが必要ですが、そのためには、まず学生自身が 
興味をもち、楽しみながら達成感を感じることが
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できる教材の活かし方が大切であることを改め 
て感じましたc
(担当：佐藤有紀)
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